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　　　　天文同好會

本年の総會の豫告
　　　　　〔廣島市に於いて〕

昭和六年十一月二十一H　（d二曜日）

　記念大講演會〔廣島市，高等師範學校講堂にて〕午後六HX

　　　講演　山　本　一　清氏　L彗星の天文學」

　　　　　　　巾　　村　　　要氏　（題未定）

　　　　一般に公開（無料）

昭和六年十一月二十二日（日曜）午前九時より正午まで

　天文展覧會〔文理科大學にて〕

　　之れは京都天文學會と協同主催にて，午前九時より正午まで開揚・

　　曾員と其の衣人にのみ公開．

　記　念　経　會

　　協　講　會　（午後一時から三時まで）

　　會の諸報告及び諸協議　〔高等師範學校第一會議室にて〕

記念懇親晩饗會　（午後四時から）　〔宮島にて〕

昭和六年十一月二十三日（月曜祭日）午後六時より

　天髄観望（午後七時から九時まで）〔文理科大學櫻上にて〕



D．B．ピケリング夫妻を迎へし日

　　　　（花llt天交窒にて）

　　　　　昭和6年7月15日
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天文同好曾　　　天文幻燈欝　　　 設明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　（C．永　陽）

太陽の至形　白書の大空に輝く太陽のまん丸v’i姿を撮った窩眞で，殊に遣れは去る1917年八月

　12日，大小無口の黒黙が盛んに太陽面上で活躍してみる日の景槻である．中れに尚ほ比較の

　ため我が地球と月の大きさを築き加へた・篇眞の中央rcある圓い黒黙が地球で，其れから左

　へ眞颪に引いた一線の左端にあるのが月の大きさである・地球を巡る刀の軌道も諾かれてあ

　る．こんなものを悉く包む程の太陽の巨膿には驚かされる．ホンの小さい地方的局〔部的事件

　である黒黒占でさへ，最大のものは地球の十倍以上ある．太陽全道の直樫は地球の109倍であ

　り，野積は1300000倍である・叉，太陽の質量は地球の330000倍．比重は水のL4倍．地球
　から太陽までの距離は150000000粁（3800000里）・光が達するのに8分18秒かxる遠距離であ

　る．（之れは米國ヰルソン山天交響で撮影したものである）

三塁　太陽の光球面上には度々L黒門占「が現はれる．多くは誠に小さいものであるが，稀には

　非常に大きくて，地球の十倍以上の直径を持つものもある・此の窟眞は1905年七月ユ6日に露

　國プルコワ天丈嚢で撮影したもので，直径ぼ地球の約6倍申央に光球ガスの橋が架けられ
　て，黒黒占は二つに分裂してみる・黒黙には・暗部琵。牛暗部■とがあること，周邊の輪廓が凸

　凹不規則で，叉，崩れ易いことなど，寓眞に竜よく表はれてるる．黒黒占は光球中の熟ガスの

　旋風であって，強）・磁性を有ってみる，光球面に比べて光暉は稔淡いけれど，熱は殆んど同

　じである．黒黒占は太陽の活動力の代長者であって，黒目の有無は太陽面全膿の活力に著しい

　影響を持って居るが，術ぼ我が地球にも，オ1・iラや，磁氣等等を起させる．最初の黒貼

　は1609年イタリヤのガリレオが饗見したが7支那では漢の時代から日中に三脚烏があると

　して知ってみた．

太陽のカルシウム像　太陽の表面には六十幾種の元素ガスが渦を巻イ・てるる．中にも水素や，

　マグネシウムP，ヘリウムや，電離したカルシウムなどは最も活動性に富んだものである．

　此の寓眞は米國ヤ1キ1ス天文学の分光太陽寓眞儀で太陽を撮影したもので，特に電離ヵル

　シウムの労するH線の光を利用した・從って爲眞の全部は即ち太陽に於ける電離カルシウム

　の分布を示すものである．全面にわたって頗る複雑な現はれ方をしてみるが，殊に輝や）・た

　カルシウム雲が黒黒占を包み，禽ほ長く東西に延びて，南北二列に略々相並んでみるのは目立

　っ．此の輝雲をL羊毛斑「．と呼ぶ・甲羅占は浩えてからも，羊毛療は永く残り，叉，形も可なり

　大き）・ので，太陽活動を調査研究するのrc之れは重要な材料である．

紅焔配れは太陽の外部にある撞球（クロモスフエア）の一部が高く上昇してみるもので，所

　謂L紅焔■と呼ぶ，其の理由は，撚れが即しい水素ガスを含んでみるため，眼には紅色に見え

　るからである．三十年絶群までは，紅焔や色球は，日蝕皆既の時でなければ見えなかったも

　のであるが，近年は分光寓平田により，雫常でも容易に襯察し得るやうになった．此の二二

　は1909年八月21日米國ヰルソン山天文墓で撮影したものである．

日蝕コnナ　日蝕とは，i新月の時に，刀．が太陽の形を遮る時に起るものであるが，皆既日蝕は，

　月が太陽を全部かくして了つた現象であるJ皆既日蝕の場合rcは，白書であるに拘らず，天

　地俄かに暗明となり，空には日光が消えて，星暦が輝やき，暗黒な太陽のまはりには紳秘的

　なコロナが現は彫る．コロナは声色の美しい輝やきで，太陽の直径叉は其れ以上遠くまで延

　びてるる．コuナの全形は太陽黒黒占や紅焔の影響を受けて甚だしく墜る．此の爲眞は1918年

　六月8日，太雫洋と北米大陸とで見えた日蝕の時のコロナである・コロナは日蝕皆銑の時以

　外には殆んど全く見えない．



天文同好會　　　 天文幻燈書　　　 St明書
　　　　　　　　　　　　　　　　　（D．遊星）

金星金星は太陽系の第二番目の大遊星で，地球の軌道のスグ内側を巡ってみる．とうした．

　軌道の総額上，いつも太陽と共に出浸し，時々，夕暮れの曇空に現はれてL宵の明星■と呼ば

　れ，叉，早曉の東天に現はれて，L明けの明星■と呼ばれる・光輝は驚くべく強くて，稀には

　白書に眼で見えることもある・金星のラテン名はVenus（ヴイナス）といひ，美の碑の象徴

　で，支那では昔しからし太白「と呼んでみた．金星は地球の兄弟分で，形や大きさは殆んど同

　一であるし，光や熟を太陽から受けてみるtとも攣り．が無八從って，あの輝やかし）・光は

　日光の反射である．望遠鏡で金星を見ると，三日月形に見えたV，牛月形に見えたり，．満月

　の形に見えたり，いろいろ劇化する・皆之れ月の輝やきと同理である・此の圖は米國ヤ1キ

　iス天文墓でバ1ナ1ド敏授が大望遠鏡で撮影した爲眞である．

火星赤褐色の大遊星で，活濃に黄道を運動しまはるため，昔ギリシャ・ロマでは贈れを軍
　藤Mars（マ1ズ）の現はれと考へたが、支邪ではし焚惑「と呼んだ．この火星は地球のスグ外

　側の軌道を巡ってみるので，二年ニケ月毎に著しく地球に近づいて來る．光輝も木星以上に

　なることがある．こうして近づいて來る頃，高倍寧の望遠鏡で眺めると面白い．まつ南北爾

　極にはL極冠「と呼ぶ白色の氷雪が見え，三選方面には暗線色の斑1．b（植物地幣），」又，中緯度

　には褐色の沙漠が見える．禽ぼ，大小無数のし運河、も見える．篇眞の左上は1905年5月280

　佛國モ・1氏が観察したもの，右上は同年6月9・日米國のロiエル氏が襯察したもの，叉，下

　のは同年6月9日に米國ランプランド氏が圧面撮影したものである，

木　星　木星は太陽系中の最大の遊星で，直撃は地球の＋絵倍，質量は300倍，距離は一億五

　千萬里乃至二億里である．十ニケ年で黄道を一週する．雄大な威容を備へた星である．ギリ

　シヤ・ロマでは興れを首紳（ジユピタ1）Jupiterに擬し，支那では之れをL歳星■と呼んで．

　年の十二支を示すものとした・初めて敵れを望遠鏡で見たのはガリレオで，忽ち四個の衛星

　を獲見し，地動読の確讃を得たと卒した．現代の望遠鏡で見ると，木星の表面には東西の方

　向に多くの動線が津匂し，攣化極りなく，叉1時に衛星や其の影が陰賦する・此の圖は米國

　リク天文垂でキiラ1民が観察したもので，全景は略々代表的なものである・左上には大き

　い赤斑が見えてみる．叉，中央二部には一衛星の影が星の表面に落ちて，日蝕を起してみる．

土星　月世界の美景と共に，全天界の珍象の亀甲と稽へられるL我等の土星「である．全く無

　類の此の奇星こそは，初めて見る人が誰も皆驚かざるはな）’・あの美し）・輪！1此の輪は三百

年前ハイゲンスが導引し，三十年前，キ1ラ1氏が分光潮測によって，微星の集團であるこ

　を看破したものである．輪はLカシニの空隙可によって二つに分れてみる・土星は木星に次ぐ

　大遊星で，三十年を以って全天を一週し，悠kと運動する．ラテン名はSaturn（サタ1ン），

　昔の支那ではし将星■と呼んでみる，

小遊星エロス　火星より大きく木星よりも小ざ）・軌道を書いて太陽の田園を巡るのが小遊星

　である．個々の髄身匠は小さいけれど，星の藪は非常に多くて，今までに既に一千個以上知ら

　れ，爾ほ毎年藪十個つつ新しく蛋見されて行く・去1930年末から世間で評到になったLエロ

　ズは第433番の小遊星であって，珍らし〉・ことにも時々は火星より内側へ巡って焦るほど

　の小軌道を潔き，地球へも一千萬里以内に近づくことがある・此の窺眞は1930年十月5日に

　京都花山天交垂で柴田理學士が撮影したものであって，僅々籔十分時間の間にも星が運動し

　たことが明らかに現はれてるる。エロスは普逼一般の星と違って，形が長細く，これが五時

　間の週期で自轄してみることなどが知れた．
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山　本　一　清（京都市東一條）　〔電話上5098〕

水野千里（導出市門田21）
竹田新一郎（京都市百萬遍京都アパ1トメント）〔電話上4488〕

申　村　　要（京都帝國大學花湖周交垂）　〔電話上6165〕

池田政晴（京都市左京匿岡崎黒谷町11）
京都帝國大學理學部天文學敏室　〔電話上980／222〕

岡艮「縣倉敷市こ電言舌35〕一原名睾雪」三塁1長〔題言舌75〕

　　　　　　　　　　天文同好會規則
第一條此ノ會ヲ天文同好會ト云フ
第二條此ノ會・・天黒蜜ノ了解ヲ宿戸兼累テ同好者相互ノ親睦ヲ層スノが目的ヂア

　ノレ

第三條　本部ヲ京都帝國大郷天文部内昌置ク叉會員密集ノ地ニハ支部ヲ置ク

第四條此ノ會ノ・其ノ目的ヲ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ
　一・講演（一統毎月一回，総三年一回，其他臨時會）

　二．講習（各地デ臨時二開ク）
　三．雑誌国書ノ幽魂（同誌ハ毎月會員二無代配布，回書ハ随時）

　四．見學及ビ豊艶観測
　五．想起塁ノ経管』（遠回ニノ・特櫨ガアル）

第五條　此ノ會ノ目的二賛スルモノハ誰ヂモ入會が出來ル（申込ノ際ハ住所職業生
　年ヲ記入セラレタイ・）會費ハ毎暦年度ニツキ前納金参圓トス．但シ中途入會ノ場

　合ハ月参拾鑓ノ割デ年末マデ前納ノ事
第六條　本會ノ経螢ヲ支持スル趣意デ毎年金武拾圓以上ヲ酸出スル者ヲ維持會員ト

　スノレ

第七條一時金萱百圓以上ヲ寄附スル者及ビ総曾ニテ特二野塞セラレタ者ヲ名暮會

　員トスル
第八條　此ノ會ノ役員・・次ノ通り

　建長　一名　　副會長　一名　　幹事　二名　　會計　一名
　室長ト副會長ト・・総會デ選墨セラレルモノデ，任期・・ニケ年・幹事ト會計画・・會

　長ノ指名デ任期一ケ年
第九條此ノ會昌評議員若干名ヲ置キ，役員ノ相談相手トナル

　　　天文同好會襯測部　（Observin3　Section，’S．　A．　E）

　大正十年九月に組織されナこもので，同好會華中の實際天文研究に興味を

矛1する者より成る．今下記の八課に分れてみる．

　　■流星課（課長小棋孝二部，幹事宮澤　　堂）
　　2・彗星課（課長柴田淑次）　　3・愛光星課（課長稻葉通．義）
　　4・太陽課（課長上島　昇，幹事山本英子）
　　5・黄道光課（課長荒木健．兇，同　　亀井壽彦）
　　6・豫報課（課長山本一清）　7・機械課（課長中村　要）
　　8．　二二彗　眞　課　 （課長　tl】　村　　 要）

此の覆測部の観測報告は京都華華大物花山天文毫靴墨のブレテン（英文報

告）に獲表られせる・

天　界第百二十七山事突葦‡B：i‡嬰昌暴響　定債金参拾盤硯金萱鍍

編輯兼讃行者　京都帝釈大繭内（振替貯金口座大阪56766）　天女同好會（代表者山本一清）

印　刷　所　京都市中京匠柳馬一三條南入　　　　株式會蘭語玉堂（電本426・427・4501）

印　刷　者　京都市中京匿柳馬場三南南入　　　　　　　　　　　幅　弁　松　之　助

費　　捌　　所　東京市紳田医錦町1の19　　　　　　　新　　光　　祉（振替東京43240）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（電話紳田2656）
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